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定 例 会
12月６日～1６日

　
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
16
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
初
日
に
教
育
長
の
任
命
に
全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
条
例
改
正
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

む
す
ぶ
テ
ラ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い
て
は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査

を
行
っ
た
の
ち
、
最
終
日
に
原
案
通
り
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　条
例
改
正
等

👈
総
務
産
建
常
任
委
員
会
へ
付
託

〇
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正

〇
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

　
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

　
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

　
条
例
制
定

〇
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

　
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

〇
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

　
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正

〇
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　（
税
務
課
関
係
分
）

〇
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部

　
改
正

👈
民
生
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託

〇
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

〇
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　（
住
民
環
境
課
関
係
分
）

教
育
長
の
任
命
に
同
意

　
青
山
桂
子
教
育
長
の
再
任
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間
で

す
。

◀パイプラインを設置する
　揖斐川以東用水（南條地内）

・教育長の任命同意
・むすぶテラス指定管理者の承認

青
あお

山
やま

 桂
けい

子
こ

教育長
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一
般
会
計
補
正
予
算
の

　
　
　
　
　
　
主
な
も
の

👈
総
務
産
建
常
任
委
員
会
へ
付
託

○
地
区
行
政
執
行
経
費

　
　
地
区
公
民
館
の
改
修
費
等

　
に
対
す
る
補
助
　

○
空
き
家
対
策
推
進
事
業

　
　
大
明
神
地
内
の
空
家
除
去

　
に
対
す
る
補
助

○
防
災
事
務
経
費

　
　
緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム

　
の
新
た
な
機
能
の
追
加
に
伴

　
う 「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
の
改
修

　
工
事

○
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

○
町
単
土
地
改
良
事
業
　

　
　
揖
斐
川
以
東
用
水
パ
イ
プ

　
ラ
イ
ン
工
事

〇
農
業
委
員
会
事
務
経
費

　
　
情
報
収
集
等
業
務
の
効
率

　
化
支
援
の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ

　
ト
を
導
入

👈
民
生
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託

〇
図
書
購
入
費

　  （
ハ
ー
ト
ピ
ア
安
八
図
書
館
）

　
　
萬ま

壽す

男お

文
庫
へ
の
指
定
寄

　
附
金
を
受
け
、
図
書
を
充
実

指
定
管
理
者
の
承
認

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
む
す
ぶ
テ

ラ
ス
の
管
理
運
営
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入

〈
指
定
管
理
者
〉

　
テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本
株
式
会
社

　
東
海
支
社

〈
指
定
管
理
の
期
間
〉

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
令
和
10
年
３
月
31
日
ま
で

　
11
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
議
会
臨
時
会
で
は
、
令
和
４
年

度
一
般
会
計
・
水
道
事
業
会
計
・

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
補

正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
、
議
長
、
副
議

長
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
新
役
員
の
選
任
が
行

わ
れ
、
新
し
い
議
長
、
副
議
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員
が
決
ま
り
、
各
委
員
会

の
委
員
も
再
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の

　
　
　
　
　
　

  

主
な
も
の

〇
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
、　

　
各
公
共
施
設
等
の
光
熱
費

〇
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
経
費

〇
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金
事
業

〇
子
育
て
世
帯
給
付
金
事
業

〇
下
水
道
管か
ん

渠き
ょ

整
備
事
業

　　令和5年から指定管理者制度を
　　導入する「むすぶテラス」 ▶

　　　  ９１６５万円 を可決一般会計
補正予算

第
１
回
臨
時
会
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民
生
文
教

委員会
審査報告

12
月
８
日  

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催

▲給食センター改修工事予定箇所を視察

主
な
審
査
内
容

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
と
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
、
令
和
４

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
全
員
一
致
で
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　
現
地
視
察
は
、
拡
張
が
予
定
さ
れ
て
い
る
、
安
八
ス
マ
ー
ト
IC
に
隣
接
す
る
、
に
し
み
の
ラ

イ
ナ
ー
駐
車
場
と
、
今
回
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
修
箇
所
を
視
察
し
ま

し
た
。

主な質問
と 回 答

Ｑ
今
回
の
印
鑑
条
例
の
改
正
は
、
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
が
、
諸
証
明
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
は
い
つ
か
ら
開
始
し
ま
す
か
。

住
民
環
境
課
長
補
佐
　
印
鑑
条
例
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
が
適
用
と
な
る
令
和
５
年
３
月
１
日
か
ら
、
コ

ン
ビ
ニ
で
の
交
付
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

印
鑑
条
例
の
改
正

Ｑ
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
し
て
い
る
他
市
町
は
手
数
料

　
は
３
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

住
民
環
境
課
長
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
導
入
し
て
い
る
の
は
、

岐
阜
市
を
含
め
県
内
16
市
町
で
す
。
当
町
と
同
じ
く
３
月
か

ら
導
入
を
予
定
し
て
い
る
の
は
、
西
濃
地
域
で
は
、
神
戸
町・

輪
之
内
町
・
池
田
町
・
大
野
町
で
す
。
今
回
改
正
す
る
住
民

票
等
の
手
数
料
は
、
県
内
で
は
３
町
を
除
き
、
他
の
市
町
は

す
で
に
３
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

手
数
料
の
改
正
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Ｑ
国
の
補
正
予
算
で
決
定
し
た
、「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
」
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
率
が
基
準
を
満
た
せ
ば
交

付
申
請
で
き
る
が
、
当
町
は
基
準

を
満
た
し
て
い
ま
す
か
。

民
生
調
整
監
　
当
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
率
は
基
準
を
満
た
し
て

い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
交
付
申
請
に

つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
が
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

Ｑ
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
内

容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
を
。

学
校
教
育
課
主
幹
　
衛
生
面
を
強
化
す

る
た
め
増
築
を
行
い
、
食
材
の
消
毒
保

管
機
を
設
置
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

狭
く
な
る
駐
車
場
の
拡
張
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
内
の
男
子
ト
イ
レ
を
洋
式

に
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
率

要
望

最
近
、
児
童
虐
待
や
、
幼
稚
園

バ
ス
置
き
去
り
事
件
な
ど
、
悲

し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
当
町
で
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
な
く
安
心
し
て
い
ま
す

が
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

デジタル田園
都市国家構想

新しい資本主義の重要な柱
として、デジタル技術の活
用により、地域の個性を生
かしながら、地方の社会課
題の解決、魅力向上を実現
し、地方の活性化を加速す
ること。

安八町  議会定例会

Ｑ
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
辞
め

る
の
は
働
き
方
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
。
改
善
さ
れ
る
よ
う
な
対
策

は
行
え
な
い
で
す
か
。

副
町
長
　
子
ど
も
た
ち
に
安
定
的
に
給

食
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
体
制
に
つ
い

て
担
当
課
も
交
え
て
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。

安
心
・
安
全
な
子
育
て
対
策
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総
務
産
建

委員会
審査報告

12
月
９
日  

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催

▲東海環状自動車道養老トンネルを視察

主
な
審
査
内
容

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制
定
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
関
係

条
例
他
、
手
数
料
条
例
、
企
業
立
地
促
進
条
例
の
一
部
改
正
は
全
員
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。　

　
ま
た
、令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、む
す
ぶ
テ
ラ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、

町
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
に
つ
い
て
も
全
員
一
致
で
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。　

　
現
地
視
察
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
養
老
ト
ン
ネ
ル
建
設
現
場
を
視
察
し
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
工
法
や
、
建
設
状
況
の
説
明
を
受
け
、
ト
ン
ネ
ル
の
内
部
を
見
学
し
ま
し
た
。

主な質問
と 回 答

Ｑ
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と

は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
素
案
は
で
き
て
い

ま
す
か
。

企
画
調
整
課
主
幹
　
折
り
た
た
ん
で
持
ち
運
び
が
で
き
る
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
物
を
考
え
て
い
ま
す
。
当
町
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
訪
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金

Ｑ
交
付
金
額
が
増
額
と
な
っ
た
が
、　
ど
の
よ
う
に
地

　
区
に
配
分
す
る
の
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
が
増
額
と
な
っ
た

の
は
、
長
寿
命
化
事
業
（
農
業
施
設
の
改
修
等
）
分
で
あ
り
、

各
地
区
に
配
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
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Ｑ
む
す
ぶ
テ
ラ
ス
の
指
定
管
理
契

約
料
は
５
年
契
約
で
、
１
年
ご
と

に
２
４
０
０
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、

昨
今
の
物
価
高
騰
の
中
、
契
約
金

額
内
で
収
ま
る
よ
う
に
努
力
願
い

た
い
。
ま
た
、
管
理
に
つ
い
て
、

町
は
ど
こ
ま
で
関
わ
る
の
で
す
か
。

企
画
調
整
課
主
幹
　
契
約
料
は
燃
料
費
等

の
高
騰
を
見
込
ん
で
の
管
理
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
後
急
激
な
物
価
上

昇
が
あ
れ
ば
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、毎
月
１
回
の
定
時
報
告
で
、

利
用
者
数
、
利
用
状
況
、
利
用
者
か
ら
の

要
望
等
を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。
毎
年

度
末
に
は
、
収
支
報
告
を
審
査
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

▲利用が多いむすぶテラスの軽運動場

東海環状自動車道
愛知・岐阜・三重３県の各
都市を環状に連結する高規
格幹線道路。養老トンネル
は、岐阜、三重県境をつな
ぐ延長約4.7㎞のトンネル
で、2026年度の開通を予定
しています。

安八町  議会定例会

Ｑ
現
在
の
利
用
状
況
は
。
施
設
の

予
約
方
法
も
詳
し
く
説
明
を
。

企
画
調
整
課
主
幹
　
４
月
か
ら
９
月
で

お
お
よ
そ
１
万
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
施
設
の
利
用
申
込
み
は
、
ネ
ッ
ト

に
よ
る
予
約
と
、
窓
口
で
の
予
約
が
あ

り
ま
す
が
、
予
約
方
法
に
つ
い
て
、
よ

り
わ
か
り
や
す
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

む
す
ぶ
テ
ラ
ス

要
望

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
当
町
南

部
の
工
業
専
用
地
域
は
水
が
た

ま
り
や
す
い
場
所
の
た
め
、
排

水
が
心
配
。　
未み

曽ぞ

有う

の
豪
雨
時

に
排
水
が
き
ち
ん
と
で
き
る
よ

う
な
設
計
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
業
専
用
区
域
の
造
成

「資料提供：NEXCO 中日本」
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▲開発を進めてきたスマートIC
　周辺の工業専用地域

◀過去に開催した議会報告会
　（ハートピア安八）

結 果

回 答

質 問［令和３年3月議会] 質 問［平成３1年３月議会］

回 答

結 果

議
会
改
革

特別委員会
審査報告

12
月
６
日  

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催

主
な
審
査
内
容

〇
令
和
５
年
度
議
会
報
告
会

〇
議
会
の
動
画
配
信

追跡！追跡！追跡！どうなった？一般質問
過去に行われた、一般質問の結果を検証します。第２３弾

役場東の道路整備の方向性は
スマートICが開通し、町内の交通量、特に大型
車が多くなり、東蚊塚から北今ケ渕にかけて
の道路は振動や騒音が住民を悩ませているた
め、早急に道路の整備をお願いしたい。

東蚊塚から北今ケ渕区間は、移転補償費など
考慮すると、現時点では早期の整備は困難で
す。交通分散を促すとともに、歩道のない狭
い道路は減速を促す措置を早期に講じます。

令和４年度中に道路幅が
狭くなる事を告知する標
識を設置し、注意喚起を
行います。また道路線形
を見直すなど、今後、狭
い箇所の解消に向け事業
化していきます。

大型車のすれちが
いが困難な道路　▶

空家の改修費に助成を
空き家等の売却や貸し出しといった利活用は
手つかずのままであり、この状況を何とかし
なければなりません。そのためにも空き家改
修助成制度を創設し、早急な対応を。

県の補助制度を活用しながら、どのような支
援、対策が最も有効で効果的であるかなど、
当町における補助内容を検討していきたいと
考えます。

令和2年度から「安八町空家等除却支援事業
補助金交付要綱」を制定し、空き家の除却に
要する費用の３分の１に相当する額（上限
３０万円）を補助し
ています。これまで
７件の除却支援を行
いました。

空き家を除却した土地　▶

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら

開
催
を
見
送
っ
て
き
た
議
会
報
告
会

を
、
令
和
５
年
度
は
開
催
す
る
方
向

で
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
議
会
の
動
画
配
信
は
、
庁
舎
改
修

後
に
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。　

議
会
報
告
会
開
催
の
有
無
を
協
議

2023.2.1 あんぱち議会だより　第92号 8



一般質問の全文は町ホーム
ページでご覧になれます。ス
マートフォンはこちらから。

町
政
を問

う

一般質問
A N P A C H I

堀町長の4期目に向けての意欲は
 質 問 大平 文雄  答 弁  町長

学校施設の長寿命化対策は
質 問  岩田 讓治 答 弁  教育長

町の財政運営と工業団地造成
事業の現状は

質 問  傍嶋 邦博
答 弁  企画調整課長・町長

中須川周辺の道路改良は
質 問  渡邊 裕光 答 弁  建設課長

移住推進施策・空家対策
の具体的な方向性は

質 問  石原 英一
答 弁  町長

「より安心・安全な
防犯体制」へ

質 問  坂　　悟
答 弁  総務課長

一
般
質
問
と
は

議
員
の
日
常
活
動
や
考
え
方
に
基
づ
き
、
町
の
行
政
全
般
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
町
の
施
策
や
状
況
の
報
告
、
説
明
を
求
め
た
り
す
る
質
問
の
こ

と
で
す
。
年
に
４
回
開
催
す
る
定
例
会
の
最
終
日
に
行
い
ま
す
。
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問

平
成
31
年
に
は
、「
安
八
町

第
五
次
総
合
計
画
」
の
後
期

に
向
け
て
新
た
な
計
画
が
策
定
さ

れ
、ま
さ
に
堀
町
長
の
三
期
目
は
、

「
第
五
次
総
合
計
画
」
の
仕
上
げ

の
期
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
30
年
３
月
24
日
、
安
八
ス

マ
ー
ト
IC
の
供
用
開
始
を
受
け
、

周
辺
地
域
の
地
権
者
交
渉
に
ま
い

進
さ
れ
、
地
域
開
発
の
道
筋
を
立

て
、
現
在
で
は
地
区
内
の
設
計
・

測
量
も
終
盤
の
段
階
に
あ
り
、
そ

の
功
績
は
数
え
あ
げ
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
後
も
課
題
は
多
く

残
さ
れ
、令
和
５
年
度
か
ら
の
「
第

六
次
総
合
計
画
」
は
現
在
策
定
途

中
で
す
が
、
堀
町
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
令
和
５
年
５
月
に
三
期

目
の
任
期
が
迫
っ
て
い
ま
す
。「
第

六
次
総
合
計
画
」
を
梃て
こ

と
し
て
、

向
こ
う
４
年
間
も
町
政
に
身
を
置

き
、
粉ふ
ん

骨こ
つ

砕さ
い

身し
ん

、
安
八
町
の
舵
取

り
を
さ
れ
る
意
欲
が
あ
る
か
否
か
、

覚
悟
の
ほ
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

３
期
12
年
を
区
切
り
と
し
て
、

新
し
い
人
に
バ
ト
ン
を
渡
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　
時
期
が
来
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の

12
年
を
振
り
返
っ
て
、
自
分
自
身

の
思
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
隣
の
市
町
で
は
、
現
職
が
後

継
者
を
指
名
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
私
か
ら
後
継
指
名
す
る

と
い
う
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
ま

せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　（
町
　
長
） 大

おおひら
平 文

ふみ
雄
お

堀
町
長
の
４
期
目
に
向
け
て

の
意
欲
は

新
し
い
人
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い

問

当
町
の
学
校
施
設
は
建
設
か

ら
50
年
弱
に
な
り
、
老
朽
化

が
課
題
で
す
。
途
中
耐
震
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
対

策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

答

施
設
改
修
の
た
め
の
外
壁
、

屋
上
等
の
調
査
は
終
え
、
学

校
の
補
修
順
位
な
ど
を
見
定
め
て
、

順
次
改
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　（
教
育
長
）

問

今
後
ま
す
ま
す
少
子
化
が
進

み
ま
す
。
統
廃
合
、
小
中
一

貫
校
の
検
討
は
。

答

６
年
後
に
は
複
式
学
級
に
な

る
学
校
が
予
想
さ
れ
、
統
廃

合
の
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

こ
の
状
況
が
続
け
ば
、
小
中
一
貫

校
等
の
検
討
も
必
要
に
な
る
か
と

思
い
ま
す
。 
　
　
　 

　（
教
育
長
）

問

安
八
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

統
廃
合
の
時
期
に
は
、
大
規

模
な
改
修
を
行
い
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。　（
教
育
長
）

問

集
団
生
活
に
必
要
な
機
材
の

導
入
な
ど
、
ま
だ
多
く
の
対

策
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

答

長
寿
命
化
対
策
は
道
半
ば
で

す
。
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
け

る
た
め
積
極
的
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

取
り
組
み
ま
す
。　
　
　（
教
育
長
） 岩

いわ
田
た

 讓
じょう

治
じ

学
校
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
は

▲今後改修が望まれる小学校

 

あ
る
べ
き
姿
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
ち
進
め
ま
す

▲開発を進めてきたスマートIC
　周辺の工業専用地域
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問

当
町
で
は
毎
月
粗
大
ゴ
ミ
の

収
集
日
が
あ
り
地
区
単
位
で

集
め
て
い
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、

「
出
し
て
は
い
け
な
い
粗
大
ゴ
ミ

が
出
さ
れ
て
処
分
に
困
っ
て
い
る
」、

「
処
理
費
用
を
地
区
が
負
担
し
て

い
る
」
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
地

区
以
外
か
ら
も
持
ち
込
ま
れ
て
し

ま
う
の
で
誰
が
持
ち
込
ん
だ
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
収
集
場
所
の
監
視

カ
メ
ラ
、
人
感
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
共
働
き
で

日
中
留
守
に
な
る
地
域
に
対
し
て

空
き
巣
を
未
然
に
防
止
す
る
効
果
、

小
学
校
通
学
路
の
防
犯
対
策
な
ど

に
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
岐
阜

県
内
の
他
の
自
治
体
と
同
様
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
、
防
犯
灯
設
置
の
補

助
金
を
設
け
「
よ
り
安
全
、
安
心

な
防
犯
体
制
」
の
整
っ
た
町
に
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

答

防
犯
カ
メ
ラ
や
人
感
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
設
置
は
、
各

家
庭
、
通
学
路
お
よ
び
ゴ
ミ
集
積

所
等
に
お
け
る
犯
罪
の
防
止
、
ま

た
は
抑
止
の
一
助
と
な
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

基
準
や
運
用
等
を
盛
り
込
ん
だ
条

例
制
定
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
等
を
遵
守
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
、
ま
た
防
犯
カ
メ

ラ
等
設
置
に
係
る
補
助
制
度
の
創

設
に
向
け
て
、
他
市
町
村
の
実
例

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
ま
す
。　
　
　
　
　（
総
務
課
長
） 坂

ばん
　　悟

さとる

「
よ
り
安
心
・
安
全
な
防
犯

体
制
」
へ

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
へ
向
け
条
例
の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す

一般質問
A N P A C H I

　
中
須
川
周
辺
道
路
は
、
さ
く
ら

並
木
の
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う

茶
色
の
カ
ラ
ー
舗
装
が
さ
れ
、
通

学
路
と
し
て
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

さ
く
ら
の
季
節
に
は
大
勢
の
人
が

訪
れ
、
さ
ら
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ま
れ
て
い
る
人
も
多
い
で
す
。

し
か
し
近
年
、
道
路
の
傷
み
が
激

し
く
歩
行
者
、自
転
車
の
人
が
「
わ

だ
ち
」
に
は
ま
り
危
険
で
す
。

問

部
分
的
な
舗
装
補
修
は
し
て

あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
傷
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
全
面
舗
装
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答

整
備
完
了
か
ら
約
20
年
以
上

が
経
過
し
、
経
年
劣
化
が
進

行
し
て
い
る
路
線
の
一
つ
で
す
。

国
の
交
付
金
や
町
単
事
業
の
予
算

の
中
で
、
今
後
全
面
的
な
舗
装
を

検
討
し
ま
す
。　
　
　（
建
設
課
長
）

問

こ
の
道
路
は
通
学
路
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
や

自
転
車
の
安
全
な
運
行
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
交
通
対
策

の
「
ゾ
ー
ン
30
」
と
な
る
よ
う
に

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
「
ゾ
ー
ン
30
」の
区
域
設
定
は
、

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の
交
通

量
等
の
実
態
を
把
握
し
「
標
識
」

な
ど
、
そ
の
他
の
安
全
対
策
も
含

め
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　（
建
設
課
長
） 渡

わたなべ
邊 裕

ひろみつ
光

今
後
全
面
的
な
舗
装
を
検
討
し
ま
す

を

中
須
川
周
辺
の
道
路
改
良
は

▲他市町のゾーン30区域
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問

今
後
の
工
業
団
地
造
成
事
業

の
進
め
方
は
。

答

現
在
、
測
量
・
設
計
業
務
を

進
め
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

秋
頃
に
エ
リ
ア
一
帯
の
土
地
を
取

得
し
ま
す
。
そ
の
一
部
を
先
行
取

得
し
開
発
を
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

他
の
一
部
は
現
在
ほ
場
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
今
後
地
権
者
と
協
議

し
ま
す
。
用
地
取
得
後
に
造
成
工

事
を
し
て
、
完
成
し
た
土
地
か
ら

順
次
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
全
体
事
業
費
は
、
概

算
で
80
億
円
～
90
億
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。     （
企
画
調
整
課
長
）

問

令
和
２
年
度
・
３
年
度
は
、

た
い
へ
ん
良
い
財
政
運
営
で

し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
町
財
政

は
一
度
下
降
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
い
ち
早
く
良
い
財
政
状

態
に
持
っ
て
い
く
為
に
、
プ
ロ
に

相
談
、
ま
た
は
大
学
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
は
。

答

専
門
家
の
意
見
や
学
生
か
ら

の
提
案
は
、
非
常
に
有
益
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
企
業

誘
致
や
財
政
の
相
談
に
関
し
て
も
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
大
学
と
の
包

括
連
携
協
定
に
向
け
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

　（
町
　
長
）

　▲安八町の過去３年間の財政運営状況

問

移
住
促
進
、
空
き
家
対
策
に

単
身
世
帯
や
外
国
人
な
ど

「
多
様
性
」
を
見
据
え
た
施
策
を

盛
り
込
ん
で
は
。

答

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
空

家
バ
ン
ク
」
制
度
に
よ
り
、

空
き
家
の
流
動
性
を
高
め
、
外
国

人
や
単
身
世
帯
に
も
住
み
や
す
い

町
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
増
加
傾
向
に
あ
る
町
内
在
住
の

外
国
人
へ
の
対
応
と
し
て
、
今
後
、

町
の
お
知
ら
せ
等
の
チ
ラ
シ
や
、

あ
ん
ぱ
ち
ナ
ビ
の
外
国
語
表
記
、

日
本
の
文
化
や
慣
習
、
地
域
の
情

報
な
ど
を
学
ぶ
外
国
人
向
け
学
習

講
座
も
開
設
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
町
　
長
）

問

当
町
の
空
き
家
に
住
ん
で
い

た
だ
け
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

を
母
国
語
と
す
る
外
国
語
指
導
助

手
）
の
数
を
増
や
す
、
ま
た
は
オ

ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
国
際
交
流

事
業
な
ど
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
に

触
れ
る
環
境
を
増
や
し
、
町
全
体

の
語
学
力
を
向
上
さ
せ
て
は
。

答

当
町
の
空
き
家
を
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
派

遣
会
社
に
働
き
か
け
、
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
が
続
く
国
際
交
流

事
業
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
、

世
界
中
の
人
々
と
交
流
で
き
る
よ

う
、
現
在
策
定
中
の
第
六
次
総
合

計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
町
　
長
） 石

いしはら
原 英

ひでかず
一

傍
そばじま

嶋 邦
くにひろ

博

町
の
財
政
運
営
と
工
業
団
地

造
成
事
業
の
現
状
は

第
六
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す

工
業
団
地
造
成
事
業
の
全
体
事
業
費
は
80
億
円
～
90
億
円
の
予
定
で
す

移
住
推
進
施
策
・
空
家
対
策

の
具
体
的
な
方
向
性
は

2023.2.1 あんぱち議会だより　第92号 12

安八町空家バンク

町内に存在する空き家
について、売買若しく
は賃貸を希望する物件
所有者から、物件情報
を募集し、町のホーム
ページを通じて利用希
望者へ紹介する制度。



　▲トイレに配置された生理用品
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名
阪
近
鉄
バ
ス
㈱
乗
合
バ
ス
営
業
部
長

　
　
　
　
　

  

山や
ま

田だ 

規き

光み

久ひ
さ 

さ
ん

対　

談

  
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
へ
の
乗
り
入

れ
、
海
津
市
ま
で
の
リ
レ
ー
バ

ス
な
ど
可
能
性
が
広
が
り
続
け

る
「
に
し
み
の
ラ
イ
ナ
ー
」。
開

通
裏
話
を
名
阪
近
鉄
バ
ス
株
式

会
社　
乗
合
バ
ス
営
業
部
長
の

山
田
規
光
久
さ
ん
に
お
聞
き
し

ま
し
た
。

ー
コ
ロ
ナ
禍
で
な
け
れ
ば
「
に

し
み
の
ラ
イ
ナ
ー
」
は
生
ま
れ

な
か
っ
た
ー

山
田
さ
ん
　
に
し
み
の
ラ
イ
ナ

ー
駐
車
場
の
拡
張
工
事
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。

石
原
　
好
調
ぶ
り
は
開
通
時
か

ら
予
測
し
て
い
た
の
で
す
か
。

山
田
さ
ん
　
申
し
上
げ
に
く
い

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
な
け

れ
ば
、
こ
の
路
線
は
生
ま
れ
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
名
古
屋

に
通
う
子
ど
も
の
送
迎
に
悩
む

保
護
者
の
声
は
多
く
、
安
八
ス

マ
ー
ト
IC
が
で
き
た
時
、
高
速

バ
ス
路
線
の
構
想
は
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
は
観
光
バ

ス
事
業
の
方
が
利
益
は
出
る
な

ど
経
営
的
側
面
に
加
え
、
慢
性

的
な
運
転
手
不
足
で
難
し
い
と

い
う
の
が
社
内
の
判
断
で
し
た
。

そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
業
が

打
撃
を
受
け
、
バ
ス
と
運
転
手

が
空
き
、
こ
の
路
線
の
話
が
再

浮
上
し
た
ん
で
す
。

ー
名
古
屋
駅
前
の
好
位
置
を
停

車
場
に
で
き
た
理
由
ー

石
原
　
名
古
屋
停
留
所
は
名
古

屋
駅
新
幹
線
口
の
目
の
前
で
便

利
で
す
が
、
よ
く
Ｊ
Ｒ
東
海
バ

ス
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
入
り

込
め
ま
し
た
ね
。

山
田
さ
ん
　
こ
こ
が
大
き
な
壁

で
、
名
古
屋
駅
は
名
鉄
バ
ス
と

Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
し
か
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
持
っ
て
い
な
い
ん
で

す
。
そ
こ
で
、
な
ん
と
か
で
き

な
い
か
と
お
願
い
に
伺
っ
た
と

き
に
、そ
の
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
名
鉄
バ
ス
の
取
締
役
が
墨
俣

町
の
ご
出
身
で
、「
名
古
屋
に
通

う
の
が
不
便
で
、
結
局
、
名
古

屋
に
引
越
し
た
よ
。
そ
ん
な
路

線
が
あ
れ
ば
私
は
そ
の
ま
ま
墨

俣
に
住
ん
で
い
た
と
思
う
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
理
解
、
支
援
を

受
け
、
Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
は
名
古

屋
駅
乗
り
入
れ
許
可
を
、
名
鉄

バ
ス
は
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
終
着
後

の
回
送
車
両
の
置
き
場
所
な
ど

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ー
ス
マ
ホ
定
期
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決
済
も
ー

山
田
さ
ん
　
将
来
的
に
安
八
ス

マ
ー
ト
IC
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
な
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
ま

す
よ
。

石
原
　
ま
ず
は
「
に
し
み
の
ラ

イ
ナ
ー
」
の
現
金
以
外
の
取
り

扱
い
が
必
要
で
す
よ
ね
（
笑
）。

山
田
さ
ん
　
ス
マ
ホ
定
期
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
決

済
の
導
入
な
ど
検
討
中
な
の
で
、

も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　議 会 あ れ こ れ 

⇕ 　
石
原  

英
一 

議
員

▲にしみのライナー誕生裏話を語る山田部長



あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
渡

邊
　

明
博

　
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

503-0198 　
岐

阜
県

安
八

郡
安

八
町

氷
取

161
本

紙
に

個
人

の
顔

写
真

・
氏

名
な

ど
を

掲
載

す
る

場
合

に
は

あ
ら

か
じ

め
本

人
ま

た
は

保
護

者
か

ら
の

了
解

を
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

議会に関するご意見ご要望は、
議会事務局までご一報ください。

TEL

0584-64-5011FAX
   E-mailでも受け付けています。
gikai@town.anpachi.gifu.jp

議会事務局直通
0584-64-4931

◆◆◆  編　集　後　記  ◆◆◆
　某建設不動産会社が発表した
「住み続けたい町（岐阜県）」にて、
安八町１位のニュースが話題にな
りました。我々の住んでいる町が
評価されたことは素直に嬉しいで
す。
　高校生まで医療費無償化などの
子育て環境、そして、鉄道の駅が
ない町にもかかわらず、立地のよ
さが評価理由にあがったことは大
きい。新幹線「岐阜羽島」駅、東
海道本線「穂積」と「大垣」駅ま
での利便性に加え、名古屋駅まで
高速バス「にしみのライナー」で
町内からノンストップ、県営名古
屋空港まで 1 時間弱、４年後、東
海環状自動車道「養老トンネル」
が開通すると名古屋港だけではな
く、四日市港と２港利用可能など、
ベッドタウンの一つ先を行く、
「ちょうどいい田舎町」は持続可
能な町のモデルになると信じてい
ます。もちろん課題は山積みで、
乗り越えたら次の課題と、延々と
続くのでしょうが、町民の皆さま
と一緒に解決するための道具とし
て「議会だより」が少しでもお役
に立てるよう精進してまいります。
　　　　　　　　（石原　英一）
◆◆◆ 編　集　委　員  ◆◆◆
 　  委員長      石原　英一
	 副委員長	 坂　　　悟
	 委員	 岩田　讓治
　　　　　　　碓井　昭夫
		  渡邊　裕光

表紙の題字「あんぱち」は

　 坂
ばん

 慎
しん

之
の

助
すけ

 さん
　　 中央こども園うめ組 の作品です

紙面の都合上、全議論を掲載で
きませんので、抜粋しています。
　
安八町議会 HP はこちら→　

―　
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
。

安
田
さ
ん　
祖
父
や
父
が
よ
く

ボ
ウ
リ
ン
グ
に
行
っ
て
い
た
の

で
、
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。
３
歳
か
ら

投
げ
始
め
、
小
学
校
４
年
生
の

時
に
、
マ
イ
ボ
ー
ル
を
買
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
年
の
離
れ
た

兄
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
て
い
て
、

そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―　
練
習
場
所
や
、
練
習
方

法
は
。

安
田
さ
ん　
羽
島
や
稲
沢
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
で
週
に
３
日
程
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
週
末

は
毎
週
練
習
に
行
き
、
６
ゲ
ー

ム
投
げ
て
い
ま
す
。
平
日
は
な

か
な
か
練
習
に
行
け
ま
せ
ん
。

他
の
人
は
も
っ
と
練
習
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

―　
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
難
し
さ

や
楽
し
さ
は
。

安
田
さ
ん　
レ
ー
ン
に
よ
っ
て

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
違
う
の
で
、

早
く
そ
れ
を
読
み
、
そ
の
レ
ー

ン
に
合
う
ボ
ー
ル
を
選
ぶ
こ
と

が
難
し
い
で
す
。
そ
れ
が
う
ま

く
い
く
と
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出

や
す
く
な
り
ま
す
。
今
ま
で
に

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
（
３
０
０
点
）

を
４
回
出
し
ま
し
た
。

―　
ボ
ー
ル
を
選
ぶ
と
い
う

こ
と
は
、
い
く
つ
か
持
っ
て
い

る
の
で
す
か
。

安
田
さ
ん　
11
個
持
っ
て
い
て
、

練
習
な
ど
の
時
に
は
６
個
持
参

し
ま
す
。

―　
投
げ
る
と
き
の
集
中
方

法
な
ど
は
。

安
田
さ
ん　
実
は
何
も
考
え
ず
、

頭
の
中
が
真
っ
白
の
状
態
で
投

げ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
考
え

て
投
げ
る
と
、
か
え
っ
て
乱
れ

て
し
ま
う
の
で
。

―　
投
球
フ
ォ
ー
ム
が
両
手

投
げ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
メ

リ
ッ
ト
は
。

安
田
さ
ん　
メ
リ
ッ
ト
は
、

ボ
ー
ル
に
回
転
が
か
か
り
、
よ

く
曲
が
る
と
こ
ろ
で
す
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
レ
ー
ン
に
よ
っ
て

は
ボ
ー
ル
が
曲
が
り
す
ぎ
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
う
と
こ
ろ
で
す
。

―　
今
後
の
目
標
は
。

安
田
さ
ん　
ジ
ュ
ニ
ア
の
大
会

だ
け
で
な
く
、
大
人
も
含
む
大

会
で
岐
阜
県
や
東
海
地
区
で
優

勝
し
た
い
で
す
。

―　
安
八
町
に
対
し
て
ひ
と

こ
と
。

安
田
さ
ん　
も
っ
と
ボ
ウ
リ
ン

グ
人
口
が
増
え
て
、
町
内
に
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
を
作
っ
て
ほ
し
い

で
す
。（
笑
）

住民参加
企　　画

▲優勝した安田さん
　　　　　（写真提供 JBC）

聞き手／石原 英一 
坂 　　悟
岩田 讓治
碓井 昭夫
渡邊 裕光

議
会

だ
よ

り
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安
や す

田
だ

 知
と も

弘
ひ ろ

さん
全日本高校ボウリング選手権大会で優勝
された安田さんにお話を聞きました。
　　　　　　　　　　　　（12月26日）

大野地区在住

interview
町民インタビュー町民インタビュー

　▲週末の練習では６ゲーム投球

ボウリングで
高校日本一！
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